
調査票

「人権・同和問題」に関する市民意識調査
(令和 5年度 )

草  津  市
お 願 い

この調査は、基本的人権に関する問題、特に国民的課題である同和問題をはじめ、さまざま

な人権問題を解決するための教育、啓発活動の基礎資料になるものです。調査の趣旨 l男可紙「人

権 。同和問題」に関する市民意識調査についてのお願い)を ご理解いただき、日ごろの率直な

お考えをお聞かせください。

回答にあたって

0回答は、ご本人 (封筒のあて名の方)にお願いします。身体上の理由により記入できない

場合は、ご本人の意見を尊重のうえ、どなたかが代筆していただいても構いません。

● 住所や氏名など、個人が特定できるような情報をご記入いただく必要はありません。

すべての回答内容は統計的に処理して、プライバシーの保護に万全を期します。

● 質問の中で、あなたのお考えに近い答えがないとき、あるいは、答えられないときは、
空自のままで結構です。

次のAEBど ちらかの方法でご回答 ください

郵送での回答

● 回答は、この調査票に直接記入 してください。

● 記入後は、この調査票を同封の返信用封筒に入れて封をし、無記名のまま、最寄 りの郵便

ポス トに投函 してください。切手は不要です。

0こ の調査票左上に記載 している番号は、インターネ ット回答 との重複を避けるために記

載 しているもので、この番号により個人は特定されません。
「

回岱 蔵 ミ 岳

(詳 しくは、別紙「「人権・同和問題」に関する市民意識調査についてのお願い」)の裏面に記載しています)

0こ の調査票を見ながら、パソコン、スマー トフォン、タブレットいずれかの方法で回答し

てください。

● インターネットと郵送を重複して提出された場合、インターネット回答を優先します。

回答期限

郵送・インターネットとも11月 6日 (月 )まで (消印有効)

質問 1.あなたは、「人権が尊重される」ということはどのようなことだと思いますか。あてはま

るものをすべて選び、Oをつけてください。

１

２

３

４

５

６

７

国や自治体などから干渉 されず、自由に生活できること

差別されない、平等であること

個人として尊重されること

個人の持つ可能性と発揮する機会が認められること

多様な価値観が認められること

健康で文化的な最低限度の生活を送ることができること

その他 (具体的に :

答方法A

人権1全般:こつをヽての考えをお露きします。
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Administrator
スタンプ

Administrator
スタンプ



男女に 1関
―
する考えについ てお蘭・きします。

質問10 あなたは、男女に関する事柄で、人権尊重の観点からみて問題があると思うのはどのよ
うなことですか。特に問題だと思うものを3つまで選び、Oをつけてください。

1.「男は仕事、女は家事・育児」など性別の役割意識があること

2.職場において、採用、昇進、賃金などで男女の待遇に違いがあること
3。 社会において、仕事と生活 との調和 (ワ ーク・ライフ 。バランス)を とる仕組みが十分で

ないこと

4.社会において政策決定の場に女性が少ないこと

5.性的な嫌がらせ (セ クシャル・ハラスメン ト)

6。 妊娠・出産 した女性に対する嫌がらせ (マ タニティ・ハラスメン ト)や育児に参加する男
性に対する嫌がらせ (パ タニティ・ハラスメン ト)

7.配偶者などから暴力・暴言・危害の恐怖を感 じる強迫や行動制限を受けること
8.そ の他 (具体的に

)

9,特にない

質問 11.あなたは、男女に関する事柄で、とりわけ男女共同参画社会の実現のために、どのよ
うなことが必要だと思いますか。特に             選び、Oをつけてく
ださい 。

1.政策決定の場に女性を積極的に登用する

2.団体や組織の管理職に、女性の登用が進むよう働きかける

3.労働時間の短縮や在宅勤務の普及など、男女共に働き方の見直 しを進める
4.男女共に参画する地域活動等の啓発・促進を図る

5.保育の施設・サービスや高齢者施設や介護サービスを充実する
6。 男性も育児・家事・介護ができるよう経験 。学習の場を設ける
7.女性の精神的 。経済的な自立のための学習の場や機会を充実する
8。 パー トナーや配偶者間の暴力の根絶を図る

9.女性や男性の、悩みや問題解決を助ける相談の場を提供する
10。 男女平等や男女共同参画についての啓発や学習機会の充実を図る

11。 その他 (具体的に :

12.特にない
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